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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡内のライトガイドの先端を固定するためにその内視鏡のコネクタに形成されてい
る管状の口金が挿入されるメス部，
　前記メス部に前記口金が挿入されている場合にその口金に接触する熱伝導体，
　前記口金の軸方向と平行な方向から前記内視鏡のコネクタの接続部が着脱自在に接続さ
れる被接続部，
　前記口金の軸方向と平行な方向に対して垂直な方向に往復移動自在に配置され、前記被
接続部に接続された前記接続部に対して最も接近している状態にあるときには、その接続
部の側面に形成されている突起に係合してその接続部の移動を規制し、前記被接続部に接
続された前記接続部から離れている状態にあるときには、その突起を開放してその接続部
を移動自在にするストッパー，及び、
　前記熱伝導体と前記ストッパーとを連結し、前記熱伝導体から熱が与えられると伸張し
て前記被接続部に接続された前記接続部に向けて前記ストッパーを押し出し、その熱が無
くなると収縮して前記ストッパーを引き戻す熱伸縮材
を備えることを特徴とするソケット構造。
【請求項２】
　前記接続部は、前記口金の軸方向と平行に形成された筒状の部材であり、
　前記被接続部は、その筒状の部材に対して挿抜自在な柱状の部材である
ことを特徴とする請求項１記載のソケット構造。
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【請求項３】
　前記接続部は、前記内視鏡の電子部品を光源装置内の電子部品に電気的に接続するため
の端子プラグの一部である
ことを特徴とする請求項２記載のソケット構造。
【請求項４】
　前記接続部及び前記被接続部が、断面円形に形成されている
ことを特徴とする請求項２又は３記載のソケット構造。
【請求項５】
　前記口金が、断面円形の管状に形成されている
ことを特徴とする請求項１乃至４の何れかに記載のソケット構造。
【請求項６】
　前記熱伸縮材は、形状記憶合金製である
ことを特徴とする請求項１乃至５の何れかに記載のソケット構造。
【請求項７】
　前記熱伸縮材は、渦巻きバネ形状である
ことを特徴とする請求項１乃至６の何れかに記載のソケット構造。
【請求項８】
　前記熱伝導体は、銅製である
ことを特徴とする請求項１乃至７の何れかに記載のソケット構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡のコネクタを着脱自在に接続するための内視鏡用の光源装置における
ソケット構造に、関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、内視鏡は、内視鏡用の光源装置に接続して使用するものとなっている。光源装
置は、少なくとも、内視鏡へ照明光を供給するための光源ユニットを、内蔵しており、内
視鏡のコネクタが光源装置のソケットに接続されると、光源ユニットから内視鏡内のライ
トガイドへ照明光が導入できる状態となる。
【０００３】
　なお、光源装置の中には、光源ユニットの他に、内視鏡からの映像信号を処理して表示
装置に出力する映像信号処理ユニットをも、内蔵するものがある。このような光源装置に
接続して使用される内視鏡は、内部に撮像ユニットを有し、コネクタには、その撮像ユニ
ットから延びる信号線の端子が備えられることとなる。そして、内視鏡のコネクタが光源
装置のソケットに接続されたときには、コネクタ側の端子とソケット側の端子とが接触す
ることにより、撮像ユニットからの信号線と映像信号処理ユニットからの信号線が、電気
的に接続される。
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－０４０１８１号公報（図２）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述した内視鏡のコネクタの中には、ソケット側に面する端面から、内視鏡の内部に引
き通されたライトガイドの端部が、突出形成されているものがある。この種のコネクタは
、ソケット側に面する端面から突出する金属管状の口金を有し、ライトガイドの端部は、
この口金内に固定されることによって、コネクタ端面から突出した状態に保持されている
。
【０００６】
　そして、この種のコネクタが光源装置のソケットに接続されているとき、上記のライト
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ガイドの端面は、光源ユニットにおける集光レンズの集光点に配置される。ライトガイド
の端面に集光される照明光の光量は、その光源ユニット内の絞りによって調節されるよう
になっている。
【０００７】
　ところが、照明光が調光されないと、照明光の全てがライトガイド端部に集光され、口
金が異常に高温となることがある。すると、内視鏡のコネクタを光源装置のソケットから
取り外す時に、操作者が口金に触れて手を火傷してしまう危険性があった。
【０００８】
　本発明は、前述したような従来の事情に鑑みてなされたものであり、その課題は、ライ
トガイドの口金が異常に高温となったときにおいても火傷を負う危険が無いようにするこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決するために発明されたソケット構造は、内視鏡内のライトガイドの先
端を固定するためにその内視鏡のコネクタに形成されている管状の口金が挿入されるメス
部，前記メス部に前記口金が挿入されている場合にその口金に接触する熱伝導体，前記口
金の軸方向と平行な方向から前記内視鏡のコネクタの接続部が着脱自在に接続される被接
続部，前記口金の軸方向と平行な方向に対して垂直な方向に往復移動自在に配置され、前
記被接続部に接続された前記接続部に対して最も接近している状態にあるときには、その
接続部の側面に形成されている突起に係合してその接続部の移動を規制し、前記被接続部
に接続された前記接続部から離れている状態にあるときには、その突起を開放してその接
続部を移動自在にするストッパー，及び、前記熱伝導体と前記ストッパーとを連結し、前
記熱伝導体から熱が与えられると伸張して前記被接続部に接続された前記接続部に向けて
前記ストッパーを押し出し、その熱が無くなると収縮して前記ストッパーを引き戻す熱伸
縮材を備えることを、特徴としている。
【００１０】
　このように構成されると、口金が異常に高温になっているときには、熱伝導体を介して
その口金から熱を受けた熱伸縮材が伸張した状態となり、ストッパーが、被接続部に接続
された接続部の突起に係合した状態となり、その接続部の移動が規制された状態となる。
このため、口金が高温となっているときには、内視鏡の操作者は、このコネクタをソケッ
トから引き抜くことができない。逆に、口金が低温になっているときには、熱伸縮材が収
縮した状態となり、ストッパーが、被接続部に接続された接続部の突起を開放した状態と
なり、その接続部が移動自在な状態となる。このため、口金が低温となっているときには
、内視鏡の操作者は、このコネクタをソケットから引く抜くことができる。
【００１１】
　つまり、本発明のソケット構造によれば、ライトガイドの口金が低温とならない限り、
コネクタがソケットから引き抜くことができないようになる。
【００１２】
　なお、本発明のソケット構造においては、接続部は、筒状の部材とすることができる。
この場合、接続部は、口金と同軸であっても良いし、そうでなくても良い。後者のように
接続部が口金と同軸でないときには、接続部は、内視鏡の電子部品を光源装置内の電子部
品に電気的に接続するための端子プラグの一部であっても良い。
【発明の効果】
【００１３】
　従って、本発明によれば、ライトガイドの口金が異常に高温となったとしても、火傷を
負う危険が無い。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、添付図面に基づいて、本発明を実施するための形態について、説明する。
【００１５】
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　図１は、本実施形態の接続ユニットの構成を示す図である。図１に示されるように、本
実施形態の接続ユニットは、コネクタ１０とソケット２０とからなる。
【００１６】
　コネクタ１０は、内視鏡の図示せぬ操作部から延びるケーブルＲの先端に取り付けられ
ている器具である。そのコネクタ１０のソケット側の端面１０ａからは、端子プラグ１１
と口金１２とが、それぞれ突出形成されている。
【００１７】
　端子プラグ１１は、内視鏡の図示せぬ撮像ユニットから延びる信号線にそれぞれ接続さ
れた端子を有する電気器具である。この端子プラグ１１の形状は、一般的に使用されてい
る周知なものであるので、簡単に説明する。端子プラグ１１は、円筒状の筒状部を有し、
その筒状部は、所定の間隔をもって互いに離れた複数（図２では１４ピン）の端子針を、
内包している。但し、この端子プラグ１１の側面には、円柱状の突起１１ａが、径方向に
突出するように形成されている。なお、この端子プラグ１１は、前述した接続部として機
能するものである。
【００１８】
　口金１２は、断面円形の金属管である。この口金１２は、その内部において、ケーブル
Ｒ内に引き通されているライトガイドの先端部分を固定しており、ライトガイドの端面は
、口金１２の端面とほぼ揃う位置に配置されている。なお、このライトガイドは、束ねら
れた光ファイバであり、この口金１２からケーブルＲ及び図示せぬ操作部を通って図示せ
ぬ挿入部の先端まで引き通されている。
【００１９】
　一方、ソケット２０は、内視鏡用の本体装置Ｍに対してコネクタ１０を着脱自在に装着
するためにその本体装置Ｍの筐体に取り付けられた器具である。このソケット２０は、端
子ジャック２１と口金支持部材２２とロック機構２３とを、備えている。なお、前記端子
ジャック２１は、前述した被接続部として機能するものであり、口金支持部材２２は、前
述したメス部として機能するものである。
【００２０】
　端子ジャック２１は、上記の端子プラグ１１が嵌め込まれる電気器具である。この端子
ジャック２１の形状は、一般的に使用されている周知なものであるので、簡単に説明する
。端子ジャック２１は、上記の端子プラグ１１の筒状部に差し込むことができる大きさの
円柱状の嵌入部を有し、その嵌入部は、端子プラグ１１内の端子針とそれぞれ接触する複
数の端子を、内蔵している。これら端子は、本体装置Ｍ内の図示せぬ映像信号処理ユニッ
トから延びる信号線にそれぞれ接続されており、端子プラグ１１内の端子針と接触してい
るときには、図示せぬ撮像ユニットからの信号線と図示せぬ映像信号処理ユニットからの
信号線とを電気的に接続する。
【００２１】
　口金支持部材２２は、上記の口金１２が差し込むことができる大きさの断面円形の貫通
孔２２ａが形成された直方体状の器具である。なお、図２は、この口金支持部材２２をコ
ネクタ１０側から見たときの正面図である。この口金支持部材２２の上側（端子ジャック
２１がある側、図１及び図２における上側）には、断面矩形の溝が形成されている。上か
ら見た場合に、この溝は、上記の貫通孔２２ａと直交しており、この溝と貫通孔２２ａと
が交差する部分においては、この溝と貫通孔２２ａとが連通している。そして、この溝に
は、この溝よりも断面が若干小さな四角柱状の棒２２ｂが収納されており、この状態にお
いて、この四角柱状の棒は、貫通孔２２ａ内に若干入り込んでいる。また、この四角柱状
の棒２２ｂは、貫通孔２２ａがある側の端部とは反対側の端部がその貫通孔２２ａと平行
な軸２２ｃにて軸支されることにより、その軸２２ｃ周りに回転自在となっている。貫通
孔２２ａに口金１２が挿入されたときには、この四角柱状の棒２２ｂにおける貫通孔２２
ａ側の端部が若干量だけ上に押し上げられ、コネクタ１０側から見て若干傾いた状態にな
る。このとき、四角柱状の棒２２ｂにおける貫通孔２２ａ側の端部近傍は、自重によって
口金１２の上部に当接する。この四角柱状の棒２２ｂは、銅やアルミニウムといった熱伝
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導率の高い材質によって製造されており、口金１２が熱を帯びているときには、その熱を
素早く受け取れるようになっている。以後、この四角柱状の棒２２ｂを、熱伝導体と表記
する。なお、この熱伝導体２２ｂにおける口金１２が当たる下面は、コネクタ１０側から
本体装置Ｍ側に向かって徐々に上面との距離が増すような傾斜面となっていることが望ま
しい。このように構成されると、口金１２が貫通孔２２ａに挿入されたときに口金１２の
先端が熱伝導体２２ｂの側面に引っ掛かってそれ以上奥に差し込めなくなるということを
、防ぐことができる。
【００２２】
　ロック機構２３は、端子プラグ１１の側面に形成されている突起１１ａを固定するため
の機構である。なお、図３は、このロック機構２３の内部の構成を示す断面図である。こ
のロック機構２３は、ストッパー２３ａと一対のレール２３ｂとバネ２３ｃとからなる。
【００２３】
　ストッパー２３ａは、四角柱状の部材であり、一対のレール２３ｂに挟まれた状態で支
持されることにより、その長手方向を上下方向に向けた状態で、上下方向に平行移動自在
となっている。このストッパー２３ａの上側には、端子プラグ１１の側面に形成されてい
る突起１１ａとほぼ同じ大きさの切り込みが、形成されている。一対のレール２３ｂは、
端子ジャック２１に接続された状態にある端子プラグ１１の突起１１ａの下方にストッパ
ー２３ａが存在するような位置に、配置されており、ストッパー２３ａが最も上側に来た
ときには、ストッパー２３ａの切り込みに突起１１ａが嵌り込むようになっている。
【００２４】
　バネ２３ｃは、形状記憶合金製の渦巻きバネであり、ストッパー２３ａと熱伝導体２２
ｂとの間に介在するようにこれらに取り付けられている。このバネ２３ｃは、熱伝導体２
２ｂから口金１２の熱が伝達されると伸張して、ストッパー２３ａを押し上げるようにな
っており、また、その伸張状態において、熱伝導体２２ｂから熱が供給されなくなって放
熱が進んで熱を帯びなくなると、収縮して、ストッパー２３ａを引き下げるようになって
いる。つまり、バネ２３ｃは、低温状態（室温）からＡＦ点（加熱時に元の形状に戻りき
る温度）を越えて加熱されると、伸張した本来の形状に復元された状態となり、放熱する
と、自重及びストッパー２３ａの重さによって収縮した状態となる。なお、ＡＦ点の温度
は、適宜設定すればよい。
【００２５】
　次に、本実施形態の接続ユニットの作用及び効果について、説明する。
【００２６】
　本実施形態の接続ユニットによれば、内視鏡の操作者は、コネクタ１０の端子プラグ１
１がソケット２０の端子ジャック２１に、口金１２が貫通孔２２ａに、それぞれ差し込ま
れるようにして、コネクタ１０をソケット２０に装着する。すると、内視鏡が本体装置Ｍ
に接続される。逆に、コネクタ１０をソケット２０から引き抜けば、内視鏡が本体装置Ｍ
から取り外される。
【００２７】
　なお、コネクタ１０がソケット２０に装着されているとき、口金１２は、本体装置Ｍ内
の光源ユニット内に挿入されており、その口金の先端は、図１に示されるように、光源ユ
ニットの集光レンズＣの集光点に、配置されている。その集光レンズＣは、光源ランプＬ
から発せられる光を集光するためのレンズであり、この集光レンズＣと光源ランプＬとの
間の光路には、絞り機構Ｄが備えられている。口金１２内のライトガイドの端面に集光さ
れる光の光量は、その絞り機構Ｄの絞り量に応じて、調節されるようになっている。
【００２８】
　但し、この絞り機構Ｄが絞りを開放して、光が調光されていないときには、光源ランプ
からの光の全てがライトガイド端部に集光され、口金が異常に高温となることがある。す
ると、内視鏡のコネクタ１０を本体装置Ｍのソケット２０から取り外す時に、操作者が口
金及びその周辺に触れて手を火傷してしまう危険性がある。
【００２９】
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　しかし、口金１２が異常に高温になっているときには、熱伝導体２２ｂを介してその口
金１２から熱を受けたバネ２３ｃが伸張した状態となり、ストッパー２３ａが、端子ジャ
ック２１に接続されている端子プラグ１１の突起１１ａに噛み合って、端子プラグ１１の
軸方向（図１及び図３における左方向）への移動が、規制された状態となる。このため、
口金１２が高温となっているときには、内視鏡の操作者は、このコネクタ１０をソケット
２０から引き抜くことができない。逆に、口金１２が低温になっているときには、バネ２
３ｃが収縮した状態となり、ストッパー２３ａが、下に下がって、端子プラグ１１の突起
１１ａから離れた状態となり、端子プラグ１１が、軸方向へ移動自在な状態となる。この
ため、口金１２が低温となっているときには、内視鏡の操作者は、このコネクタ１０をソ
ケット２０から引く抜くことができる。なお、コネクタ１０をソケット２０から引き抜く
ことが可能であるか否かを、本体装置Ｍなどに表示部を設けて視認できるようにすること
が好ましい。具体的には、ストッパー２３ａの上下方向の位置を検出できる検出器を設け
ることでロック機構２３の作動状態を検出し、検出結果に対応した表示を表示部で行える
ようにするとよい。
【００３０】
　本実施形態の接続ユニットによれば、ライトガイドの口金１２が低温とならない限り、
コネクタ１０がソケット２０から引き抜くことができないようになる。従って、本実施形
態の接続ユニットによれば、ライトガイドの口金１２が異常に高温となったとしても、火
傷を負う危険が無い。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本実施形態の接続ユニットの構成を示す図
【図２】口金支持部材をコネクタ側から見たときの正面図
【図３】ロック機構の内部の構成を示す断面図
【符号の説明】
【００３２】
　　１０　　　コネクタ
　　１１　　　端子プラグ
　　１１ａ　　突起
　　１２　　　口金
　　２０　　　ソケット
　　２１　　　端子ジャック２１
　　２２　　　口金支持部材
　　２２ａ　　貫通孔
　　２２ｂ　　熱伝導体
　　２３　　　ロック機構
　　２３ａ　　ストッパー
　　２３ｃ　　バネ
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